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石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 即 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日

教 -円石 県 委 員 ム 五)
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 = 可

石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 教 育 委 員 会 事 務 局 等 組 織 規 則 ( 昭 和 四 十 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 五 号 ) の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

「 教 職 員 課

第 四 条 の 表 中 を

「 教 職 員 課 」 に 、 「 ス ポ ー ツ 健 康 課 」 を 「 保 健 体 育 課 」 に 改 め る 。

教 員 指 導 力 向 上 推 進 室 」

第 五 条 の 表 教 職 員 課 の 項 第 三 号 中 「 、 給 与 及 び 研 修 ( 教 員 指 導 力 向 上 推 進 室 の 分 掌 事 務 を 除 く 。 ) 」 を 「 及 び 給 与 」

に 改 め 、 同 項 中 第 九 号 を 削 り 、 第 十 号 を 第 九 口す と し 、 同 表 教 員 指 導 力 向 上 推 進 室 の 項 を 削 り 、 同 表 学 校 指 導 課 の 項 に

次 の 三 号 を 加 え る 。

日 教 育 関 係 職 員 等 の 研 修 の 総 合 企 画 調 整 に 関 す る こ と 。

日 石 川 県 教 員 総 合 研 修 セ ン タ ー の 管 理 運 営 に 関 す る こ と o

u い し か わ 師 範 塾 の 管 理 運 営 に 関 す る こ と 。

第 五 条 の 表 ス ポ ー ツ 健 康 課 の 項 中 「 ス ポ ー ツ 健 康 課 」 を 「 保 健 体 育 課 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 中 「 体 育 ・ ス ポ ー ツ 活

動 」 を 「 学 校 体 育 」 に 改 め 、 同 項 中 第 二 号 を 削 り 、 第 三 号 を 第 二 号 と し 、 第 四 号 か ら 第 六 口 す ま で を 削 り 、 同 項 第 七 号

中 「 体 育 関 係 諸 国 体 」 を 「 学 校 体 育 関 係 団 体 」 に 改 め 、 同 項 中 間 号 を 第 三 号 と し 、 第 八 号 を 削 り 、 第 九 号 を 第 四 号 と

し 、 第 十 号 か ら 第 十 二 号 ま で を 五 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。

第 九 条 第 一 項 の 表 課 長 の 項 か ら 室 次 長 の 項 ま で の 規 定 中 「 及 び 教 員 指 導 力 向 上 推 進 室 」 を 削 り 、 同 条 第 二 項 の 表 主

一 教 員 指 導 力 向 上 推 進 室 一 「 つ 1 J川 1 J 1 J 1 J 1一一ト J E - - ¥ d li ト い
1

一 一 ¥ ; : 一 一 一 一 一 学 校 指 導 課 一

任 指 導 主 事 指 導 主 事 の 項 中 一 学 校 指 導 課 一 を 一 J r ド 一 一 ぺ け 一 に 改 め 、 同 表 主 任 社 会 体 育

一
!

p l

，

J : 一i : 白 川 一 一 保 健 体 育 課 一

一 ス ポ ー ツ 健 康 課 一 「 ド h i - f i r i l l

主 事 社 会 体 育 主 事 の 項 を 削 り 、 同 表 学 校 保 健 技 師 の 項 中 「 ス ポ ー ツ 健 康 課 」 を 「 保 健 体 育 課 」 に 改 め る 。

第 十 二 条 第 一 項 第 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

教 員 総 合 研 修 セ ン タ ー四



同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 2 E ( ゆ 爾 司 ) 剖 期 ミ主緬 bラ d
担

l
 

分 掌 事

教 育 関 係 職 員 の 研 修 に 関 す る こ と 。

教 育 相 談 に 関 す る こ と 。

情 報 教 育 に 関 す る こ と 。

教 員 養 成 に 関 す る こ と 。

そ の 他 教 育 に 関 す る 研 究 、 調 査 及 び 資 料 収 集 に 関 す る こ と 。

名 称

石 川 県 教 員

総 合 研 修 セ

ン タ ー

内 部 組 織

総 務 ・ 広 報 課

リ ー ダ ー 養 成 研 修 課

自 主 研 修 サ ポ ー ト 課

基 本 研 修 課

教 育 相 談 課

い し か わ 師 範 塾

位 置

金 沢 市 高

尾 町

務

2
 

3
 

4
 

5
 

第 十 四 条 第 一 項 の 表 所 長 の 項 中 「 教 育 セ ン タ ー 」 を 「 教 員 総 合 研 修 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 の 表 次 長 の 項 及

び 教 授 の 項 中 「 教 育 セ ン タ ー 」 を 「 教 員 総 合 研 修 セ ン タ ー 」 に 改 め 、 同 表 室 次 長 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

範(師代
)

主任
指導
主事

(範)師
怪指主導主事 教総合研修員セ ン タ 上 司 命受のをけ し、 し 範わ師塾台、 の ノi画工

¥二

運等営 著従すの業事書 る

第 十 四 条 第 二 項 の 表 主 任 指 導 主 事

を 「 教 育 関 係 職 員 」 に 改 め る 。

別 表 石 川 県 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 の 項 を 削 る 。

附 則

こ の 規 駅 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

指 導 主 事 の 項 中 「 教 育 セ ン タ ー 」 を 「 教 員 総 合 研 修 セ ン タ ー 」 に 、 「 教 育 職 員 」

石 川 県 体 育 施 設 管 理 規 則 を 廃 止 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日

教 コ
k 円石 県 委 員 L>
..
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 二 号

石 川 県 体 育 施 設 管 理 規 則 を 廃 止 す る 規 則

石 川 県 体 育 施 設 管 理 規 則 ( 昭 和 田 十 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 三 号 )

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

は 、 廃 止 す る 。

石 川 県 教 育 職 員 免 許 法 令 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日

教 -
:
b
;
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 三 号

石 川 県 教 育 職 員 免 許 法 令 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

石 川 県 教 育 職 員 免 許 法 令 施 行 細 則 ( 昭 和 四 十 三 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 九 号 )

第 八 条 の 二 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

第 八 条 の 三 免 許 法 施 行 規 則 第 十 八 条 の 五 に 規 定 す る 都 道 府 県 の 教 育 委 員 会 規 則 で 定 め る 単 位 の 修 得 方 法 は 、

の 定 め る と こ ろ に よ る 。

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。
次 の 表



同 有 国 持 N 由 有 印 } 4 2 E ( ゆ 爾 司 ) 剖 期 ミ主緬 bラ d
担

状
諭種免一許
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状長く。
種免二許

普免許通状
校諭学教中

状
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桂高等学教
普免許通状

小校教請学
普通免許状

絞教諭学中
重免許状
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許状

学桂のる
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有するこ

免
と
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す在職る

許状に聞
す免ると

受けよう
年

五
位七単

す科る目
教科に関

七
位七単

最 低

位単
法導

道徳
修

の
得

指

科自
等す関にる

進路指導び
教相談及育

生徒指導

単

位単
位 数

一ノ
」、

科目
職閏にるす

教手又教はヰ
位単

九
ーノ
」、

八
九

位A
 

計単数ロ
位0

 
単

備 考 教 科 に 関 す る 科 目 、 教 職 に 関 す る 科 目 及 び 教 科 又 は 教 職 に 関 す る 科 目 の 単 位 の 修 得 方 法 は 、 免 許 法 施 行 規 則

第 十 八 条 の 二 に 定 め る 修 得 方 法 の 例 に な ら う も の と す る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

指 導 が 不 適 切 で あ る 教 諭 等 の 認 定 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 二 十 九 年 三 月 三 十 一 日

教石 県 コ
k 円 委 員)
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石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 四 号

指 導 が 不 適 切 で あ る 教 諭 等 の 認 定 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

指 導 が 不 適 切 で あ る 教 諭 等 の 認 定 等 に 関 す る 規 則 ( 平 成 二 十 年 石 川 県 教 育 委 員 会 規 則 第 六 号 )

改 正 す る 。

第 一 条 中 「 第 二 十 五 条 の 二 」 を 「 第 二 十 五 条 」 に 改 め る 。

第 五 条 第 二 項 中 「 第 二 十 五 条 の 二 第 四 項 」 を 「 第 二 十 五 条 第 四 項 」 に 改 め る 。

第 六 条 第 一 一項 中 「 第 二 十 五 条 の 二 第 五 項 」 を 「 第 二 十 五 条 第 五 項 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 二 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

の 一 部 を 次 の よ う に
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司
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満 叶。 冷 3 ω 獄 N 畑 円 寸 「 第 七 十 条 の 二 の 三 第 三 項 」 品 川 「 第 七 十 条 の こ の こ 第 三 項 」 打 痔 $ び o

b
.

 
三
五



4 平成 29年 3月 31日(金曜日) 石川県 公報 号 タト

別表第 2本庁の課長の共通的専決事項の表第18号(1)中 l'総ギ十蝋811同右総ギ十噺811811Jを「肖'右舷-¥-1十蝋

811Jに改める。

別表第 2本庁の課長の個別的専決事項の表スポーツ健康課長の項中「代終-0越監離l$Jを Ig豊富型投俳離l$Jに改

め、同項中第 1号を削り、第 2号を第 1号とする。

別表第 4 出先機関等の長の共通的専決事項の表第12号( 1 )中 l ' 担保平十~*8 11 肖る総収十~*8 11 8 11 J を 「同白線ギ

十~*8 11 J に改める。

附則

この訓令は、平成29年 4月 1日から施行する。

石川県教育委員会訓令第 2号

県 立
戸￥.

十 校

石川県立学校処務規程(昭和41年石川県教育委員会訓令第 6号)の一部を次のように改正する。

平成29年 3月31日

石 川 県教育委 員 会

第32条の 2の 2を削り、第四条の 2の 3中 「総十|噺8111総 1~J を 「棋十|噺 8 11総 1 1胃、」に改め、同条を第32

条の 2の 2とする。

第33条中 「線十11 a]l:> Jを 「総長a]l:>I に改める。

別表第 2第 9号(1)中 「、第32条の 2の 2及び第32条の 2の 3J を 「及び第32条の 2の 2J に改める。

附則

この訓令は、平成29年 4月 1日から施行する。

石川県教育委員会訓令第 3号

庁

出

教

中

先

育
機

機

般

関

関

石川県教育委員会文書管理規程(平成14年石川県教育委員会訓令第4号)の一部を次のように改正する。

平成29年 3月31日

石 川 県教育委 員 会

室進推上ι
同力

課

導
員

指

職

員

教

教
出
l

'
i
 

第表口
h
M 課口貝職教を

職

推己
目

ふル
'

教

教 |教職 IJに、

| 教 保 IJに、

|教セ IJに改める。

11スポーツ健康課

11教育センター

附則

この訓令は、平成29年 4月 1日から施行する。

ノ々ンセ修

課

研

古

円

ム

口

体

総
健

員

保

教
を

を
ス

セ

教

教

石川県教育委員会告示第 8号

申請書等への押印の義務付けの緩和に関する規則第 2条に規定する申請書等(平成11年石川県教育委員会告示第10

号)の一部を次のように改正し、平成29年 4月 1日から施行する。

平成29年 3月31日

石 川 県教育委 員 会



平成 29年 3月 31日(金曜日) 石川県 公報 号 タト

表中 を削る。

石川県体育施設利用使用料減免申請|石川県体育施設管理規則

書 (返還請求書)

第4号様式

石川県教育委員会教育長訓令第 1号

庁

出

教

中

先

育
機

機

般

関

関

グ、ルーフ。制に関する運営規程 (平成17年石川県教育委員会教育長訓令第2号)の一部を次のように改正する。

平成29年 3月31日

石 川 県教育委員会教育長

別表第 1教職員課の項中 「免許・法制グ、/レープJを「免許・企画グループJに改め、「、企画グループJを削り、

同表学校指導課の項中 「特別支援ク守ループJを 「特別支援教育グノレープJに改め、同表スポーツ健康課の項を次のよ

うに改める。

|保健体育課 |庶務グループ、学校体育グループ、健康教育グループ

別表第 2中 「教育センターJを「教員総合研修センターj に、

企画広報グループ、研修管理グループ。

基本研修グループ、専門研修グループ、学校サポートグループ
を

総務グループ、広報グ、ループ

リーダー養成研修課|教科指導グループ、マネジメントグループ

基本研修課 |基本研修グループ、専門研修グループ

に改める。

附則

この訓令は、平成29年4月 1日から施行する。
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